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'.1、OSh .ìt:1.K iJ， YOKCYAMA ; Thc 'J'j m己 ()f lvl む lCぉ j ，; 01' J\れぷど\}:ìPO r.::':

お10しh肝心，11 ln Layix Icρj{;lejJis (S1丘九日Iχnιぃ)じり;((ìC::-.;

喜Z E言: }}うマン (Lar/x leþloleþis) の、のうり円以nね)

ち旅 (10;'-': でえ3オL ，~;カ"怨{ま下fζ1" ,'(, Il!J I1ν 

jd J， !-::Q)I-!ll引に、 むのふ旬以のとろ ì V151 川 1，.， !HJ II:u) 後にiJJli、のつ L大

trd ~-::t ， 抱;:，Qf，'nlllil 従の伎í. O昨日間，悶 i上永 f; ザ
へ
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(ふ 1004;ド，立 ;3 へ，1 、 19G~.) ，q 札(ま 4 ノ 1 ヨ~日ノ>1汀1ï]Cノごアあ〉にの I

!りょ] ~，lG/l {中(::%. 駛 'l'l-hL l:.lmj ';'rr:~( j: ,1 Íi.;""'-'日 h に九りれ/.，

{立じめ iこ

カ子マツ (L、 leþlolef>is) のィヒ乙から立ての lこっし、 c 杉山I (1960)12¥ 

(19GG)G) の力、Jうど"し ;:'λ し) 1iピれのう!、j 前lI il日(へ Ij[gヂ;、J ぉ lìiEυ の叫:乃円!のう ()ζ"

の)[.:J! え ;~J し γて W1!1らか!と i してし、 t:~ (，.、。 1(1づJ ラ rJ~，，n!E~(j) JT:'&'~、町立)γf分裂;ア/ちし Y: i ~) シノ、 ]γ ヵ

マツ'"_-- ~'1 ''J ノ{' :fl ラマツ引にど γご， JCEl. (1 900)1', SAX1刊~ (1930).1.1; ~ COULTER anc1 C[-IAiVmE(~L!\ i ド( 19.1.'�)B) 

などがえしていろが，むl主主交うトおの lTt":JP] (ごついては必ヨしも らかで Lt:f:れ"

この ~';~1ミ丸凶作~lJ の会 (yのどの;交ご y':") j!なおの土分子ぃ1íなわれ五かを，カラマツ :ζ い

て， ，切らカ Aにしよ:うとす 3 ものでおi_)交 ;;i::~' ら のるた

としナヲ力ヲマ/こっL でし、くぺずてぐのひ」つのとナごし、とろメ ζ

材料と方

怒したカ弓マツイ1内 leþ!oleþÌs) の似 !ttま ìXl tF! トよ P'J 平、立以以内の〆、)で 1 9G4 イド t ;) 

19tH f 仁 8 '，1%5 イ}日)! むれたも)) "、あ'-.) G 

収J[えしたば[トJばずとに F/\/\. lィノ? :"ブィン戸ょっ;ー 12 、 .]6 v 会ウ\りも

すノゾーン J ブ ".7 I クリ で 2 した(!)

子fffの察した?を(土， 9 TJ [イiJ L: 1'; る、王
ラ

ッ 1 10)] i. るわf>li鱗

いJなかの土どの t/L-:況にあ1.，び rとつの ーこたりノ/、'，._ v'う九て

iま守 紋所 i干し Tiüt:存心灯、のおから三!ムコで 目、;:そ 1バコ丸、三まうから

のl![í:総)，て ifliから 2.. 3 /:1i !IL'l: ，いた .lζ/-J で Jた ()ζ げパつ ，%ム I! ご 7)

l 臼 1 )j 2lil:シ1" ;1

手十
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iむま i-:._ ， 主主鱗，筏鱗の涼誌で;ま細胞の分裂が観察されるのその後，休 lL lOHと入り， IH~t心つ U'[;'jlj までJf:態

tl'Jな &:{Lはみられない (PJate 2) , 

このごろカ〉ら WCのう !Hflil犯はう'， i~j泣!と開花の奇íj(ごすよると，笹鱗， i.~fE鱗の路線な ノ，

)¥3 ïfjをはじめ，やがて?減欽分裂の (JiJ究!lの倣が 5もられてくる。 開花氏主ijの !I}j; J況は， 19G~)'{ドでは 4 Jj I 了， ~rll 

1jJであり， 1古64";ミセはおそらく 3 月下名}， 4)] J1i]であろう (Platc 3) c 

杯、鱗の!京J;~t土::;"0;脊 Jをはじめ，その).l~Pi日') liiJ 宇li担1]では1永氏が分化し，肢のう i勺羽!I胞の{f (Eする部分長包み

こみ， H士了まが形成されていく c 1消 11:の :ìír燃のあいだに，院のうほれ仰は，分{じしたJ)k心のなかで[ふもと

の1事鱗の涼誌の表ほとのあいだの細胞数がおよそ 2 出になることによって，中央部 lこ伎はずるようにな

る。しかし，!J;心5\:)向から IIIのう i辛料l~f1cまでの釧TI03J1dこはあまり Jたさな変化はない (PJate 5 A)" 

減数分裂の首:')1分裂 1'[:1到の↑訟が在1I;祭されるのは開花の 1ド j肌つ fl; 受粉の汲i即日1"3)のころである。この

羽 I )'，jlとは， fp いものでは減数分裂が終了して目線状にやんだ 3 " 4%]の部 jJJfll (大 !E~ 下〉がみられ，よ1'[ し、も

よってちがい，ひとつの搬花中のiI壬珠のではおíEI 分裂前期のものもある。

で'も R，Jn!j iとすすむものではないようにみえる。この年は 196'1 'j二で (J ,1 )] ill 伝J ， 1965;ドでは 4 F]

5 JJ ..L勾であ♂〉た (Plate 4) 。

ヨ日 I 分裂によって 2 似の娘細胞に分かれたのち， J'!:手しからよ~IHJllJú)阪和IH包 fJけが治 II 分以;1;"1，'なうため

く 11誌悠;:'( 1l た。 4 f91の細胞( )"IJ包:() Mi琵3i~ されるとと:3 '11認の剣山 c人11包子)が形成される;ζ ， 

lま?むしろ，まれであったっ第1， tf5 立分裂とも事n犯のうÌ' ?í~は不 j~j':，，':分主~であり~ :t~(干しに近いほうのp!;(*m

)]0l (ま小さくなるようである。除干しからもっとも淫い位ぐにある 1 1:';1 の被 j'm!j包「ノに胞子〕だけがだ符し， iH、

のうとしての険iおそもつようになる。残りの 2r.8 澗の娘細胞(人11:..1 ()はやがてれ1失ずる c お I 五月1で

;訴者L寺巡官制
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STAGE 

?四四四噌伽 , 

E威主主う?梨，
ー 一一ーー一 一 個圃曹司3・ -
f-:EIO~)lS I 

; 般のうは RU) ; 
t.:EGA S.PORES ! 

広t設;正笛討議ィ~
; ; 踏襲桂ヰ主分鮫

・q掛田硝料相鴫町四四寝間晒岨働値錨

:n:~..ALE GAMET口 PHYTE

FRE:S tJ:JCLF:AR STAGF. 

--一一一一一一均一L一一一一一一一一一一，一一一ー-~一一~
4 見令旬 : 4 ~"f匂 j 

MID... APRlL ! L゙.TE .A..FHIL i 

4問中、 FBì : 4月下町サ丹上簡: ; 
MID島以叩 L川 A?R1L: 5 門中匂 : 主問中旬

RESTING 
STAGE 

恨め依然討議キ砧丹も:

IéE込Aspom; MOTHER CELL 

: 時一一一ニ

;{3丹下旬、判ど毎};
! (LATE l".ARCH ぬ e
i 以Hl.Y APRIL): 

i A 角ト中匂 : 
I :E.AR1Y~ MID i 

10M:初 S
1964 'E拙r.;ý: 10 I'!下旬

間 ;LAVT

3 同下旬1965 

Buds resumes somatic cell div﨎卲n but not burst絜g. 

Fig. 1 妊のう L大胞子)付加íJ胞の減双分-*~.ωIh'ï， jUI

The timc o[ mciosis ()f me，Q;a日porc mother ceJl告 in Larix f，?Jうlole戸』ふ

]) 



ふ!.Sカラマツジ)JUω う βソお1 (よん/

のかみられたり')latc 4~ Plate 51り cく~ま℃らこノ(I してし、う1':0 、 1 し fニ日lH .Ir:~ ;~:)ζ う

当、激vJfé，'ノ\し， ft役目凶41715体 i詳υ)1任υ〕バこ必る 1[;; ~ 1:1(.1 しかりも勺とも!:Hl~(~) i:ギ:羽

J勀 ') 1二4 ノ 11、 iI)， 1965 ;r，~c 5 )J h記、? るためのi目的11+少のう]'幻そ U:'，.1 l4l:ì"'9 る〈 このiifj 人 1%4 年 c

(Plate G) 。

IJi]ií:'iU ， JÎji とv なって阪のうドj 令IJりおかな九 ころかり p 内:ω まわり C)) は lまい凶ωK:Ii!山

:.;1[. らじ引、jl ， ilí山?は，はじめは IXJJlj L にくい /ß ， 恨のつの汲段以って〈るく千~{ij 1;';包にくら< ~[ ~ 

(Pl乱t巳 4C， Plate (13)" り弘これから iJL し、日 I三うが !)li!:îJ 江く/心(ト， 'J ノ
¥ は IUj り ζI う-;}:i;: i (i) こ 7〉

道き

を、きる Jr;._ )!すふしが手

c!: 勺 (~ ~うユィ :-.-'心バL 
}、一? よさ江ち上/、

h 七 (1960)12 1 C-~) .':長

l!)-C ある また) !J}.~ J立j ，~Jij;C rzi;l}¥ JjUj 父母:イ J だっ亡そのえり~W:人ハら 1ιぷト (;f7 l'fT' , う 1ζ 之、(')

p; ト、.トずい 4
dι 心 i ['9 りにノ v c! 6 ノ 7 Jj と íUう!!~，刀]ぞノ iiこよると 2

く[てっ 1ド五心分 11t: しはF_，.....)し γと(ウくのけ、う己くしてし、
日小 J 、 f的

イじコ，:-:，ム

8;-:j l.jl ヲ !j Ho て、、ある(_. LUii~ {E ~"j'': -C (j:} こ(/)日 \JVli よよζ'J!t j，lIごでは 8 月~.，."ごに分 Iriil ぷ民

9jJ 卜予rJへ lO)j [，こかけて杭燃のj〆;しよぱ千っかり(江鱗/)札、 fL;~~"A(j、じめ?

J て印[鱗J!:i&JUJ! のままでた~<<，その?人 1え tぇ:三がみら IE 'i'11JJωJ); さが 2 ， 000 v くら L 、に γc

，干しし):l)1 iu-.. 4 ノ I二七!にふたたび;é( j乏安 i f!~l !;，ú'cj る v どのíI .'d0liC ， 1ね鱗の 1:.{tlijJぶ~\1~ ~C ，ill、 13と干

J ト'f;J )にそgf1私係機~ r.J, t:j(I!:!J ，~J山カヒしJ ~ UU;{ど !VI (,1 J1 

て) 1. !.l) t"、加しつ fU.! ，fj~はやや )[1)，;;:'ごおびたご'0 J.小 ;C，\(XJ fj~ 年Jlもなであ1;'，-うト;こ j 示 1L: と:手心ィ

C/) イiろ:) .:~ろイ[;0 う i当初 ζ5店主主 r るようである， 以上の二の出が}"ù し、 !l{j)j記長1111，:1でお

」うに-'( t 、

ろによると， 1任ω ぅ iリλ1\11(，川上 (0)] J.. î:í]ころからなだが13fl!，、凶えした1取花見{二コし、 υ出 lJ i: 

古ぇ事 :Jイこな〉1さ1:1せずれ:Vi(lUUI;ζ 入、112、められる ν ぞーの 7丸 jう

2LP41溺波ωý};;，I，{-j)ぞ/J，{、まる rコつまり，秋の終iこは郎、のう (がよぷ7ケシi任 UiJN， -j どf

。{.g鱗の iílj <lUJiitlJのにあるらにノi、, i本 ilJtl;こへる[山:亡、t-C- i: !U川 n へ i、 ι が

;1 1 長|ゃう是非の法! と !l} び， yj;心ばえ三分 fl'， tごと考人ている〉りなかj]-{とのあUU{y，c.;乙)~MJj (焔日千件引は

によって III、ω っ!手前 !I児三して I<\lij-Cの川(りに沈/.--:._亡ノベ o く 7三ってくるアCJ) (.\乙: -~) 0) ~，!Ii lf;iJ，カ;， -F; O):t 

そ υ)t品兄、 1I、!日，'!前!ねがH:-Lr)) ;'j にすとのではなし\と)..:..:、わ「tLう fCllrι 川誌がわり，!
t
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lふあえて目立和1;;;'，と刻、のう fヨ:とし， ;ζ る L しかし，j、;判こブE72j ヲj"(; ~')ず(二 (Ü1'ふ!日、の

{山υ);(i'l!líしと IXSj でたはじめたp!、)/よから正Eのう f8 制約と 11: ,XJ; Ij j ;:;)必 lゐはないとええるので，

ニメでし、る U

ロッノて丈 ~.-;t ツについて (Jl主干して，のう f0:iNlJ!J22 i J tミ分化の球心から品-^XTON (1930)11l 

“ pi c.ked out" ~~ i'l ~ a rec�n i.zablc hypodt、1' 111 己 archcspüríum 治ら ~k じるのではなし 1 としてし v る η

9 24 J (こは?辺警さされるよつになり (SAXTON， 1告3(11))京

CO駘LTER (917)8' も!日?絞り :f5-.~;j)) にをぶしてし、

ゴ，_.. Cl ソ/ミカラマツではきHfc少つ 1 3: 1i 1iWμì ，
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シベリ γ カラマツでも必{と斗の JFJ ~"、たとさにはか rá 1) )[þ'f し、で C ¥ (.Jじ EL ， 19007つことが字詰ザ'"才してい

ど) (, ，f{~ ~lj ~今n (1966) 6)は I !Itυ\(~HI!il'U が分化する Il!y lVJそ明記していないが時二心分 II~í去と考えているよ

つである、この時J0J (立山花白íj (<1)J; IJ íぜころ〉であり 9 さらに「肢のうほ主I[的 iと述寸る j のは日一IEJりj

し，i)終りごろであることをイ;11乏している L 三1 首 0)紺pfさした -今 1 ド(1 966)引と Ii:tJ じく 1964

~1965年!こ長~'f烈トで係:反したものマある υjパOß"~~~í による党 fiの不があるとしても治r治棚ウ'Ji' (1966)6) 

(/)ノ i~ した n~J 刻 1;1辺ヂぎる主うであお。 UIJ IE則立)終(こはす一ごに刻、のう河端IIjj0::1減紋;cj 引を終え，肢のうが

hxJ:えをじjjf;している時j況でまうつだっ

lJiコ {tltJj 0) li;.=c !.1i") (，とおのうi'l /:i Ufli'1fJ iノI;_ ~5 くなってくると、ニもにp そのまオフりには，初、のう[，j 中 j[胞にジ込l;'dlt

r'îずるとちえられているか1[lj;~ 料が:まっきりしてくる uζ の;】;[5分(;しおけ法 (Spリngy ti日sue) と 1:、jりf

れているくJ とのうj(ま体ノf;Jぉj討にはさらにた，ノ，ょ弓になる、

jEEのうほ制のはJS( 分裂によってできる蚊利(ノU包子:ふ 3 似あるいは 4 し;が íl\能川iょに 4かんでいと

が 4 f!，!u) J;iM干のほつが少なノ小った。 JOEL(19加)7) はシベリアカラマツで Hれわi，:f{è!'( を， SAXT山(1930) 1li

はい吋口ツノぞプJ ラマツで 3 hj  4 らまた COCLTιR (1917) お) :止<1 f叫が?目立つ" ，t きどき 3 i似の場合があると

とな十iUi!，している心 3 (i!;]ω ノ!<I.i包子が ;ι られる i必たは，側0)/;じ'~1:1 !I胞が;1\ JJ 分裂任，:rなわないことによっ

て起こるひ店、の与にトするのは段、干し j;、らも、とも εい f幻??にある娘(J.:.!j;.:J， .j二 j である J ，廷

分Jたとも Í;.(手伝Aぎ怠の以前lt!i~~ にう}かfIるのではなくヲ どおりの]必九、にも主主干しからえ弘、 fl[ljのみがべ告をいハ
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IC 1 cm2 ([)スライトプj、ラ

ス i こ{、j した花色総数lζ対する俗

刊の花粉N:必t与を%切さ 'F した。

:\'i';fT，f~;木n係i場長野 ](J号極j:，;W-'C"
仁 20 r I 
<JJ , , 
ス I ! ¥ 1 S 65 
Q 10 ト - ¥ F 駒大

I ¥_ /・\吋"""""I\_
。し一一:コニ一--匂ーん合〆主~_~_...._l
10 15 20 25 30 5 10 15 

Apr� I M品V

F刕. 2 1964{f ，:ニ 1965 '1 -おけカラマツイ日本土(ノワ

fi~限状況淵蕊( j'.í浴 ]966)

[>o1Jen c1ispcrsion � 1961 iJ nぐ1 196[). 

Pcrcentage of da�y poHe:n grains 

per tolal pollen grains tfapped 

during the flowering period in 

the seed orchard , 

Table L )1 、v ノ
〆入、

I¥:lonthly mean temp色rature ("C) at Nagano Brandl ‘ 

Kanto Forest ]'rce Hrec餃 Sta. , KO l11o l'o, N3g丘no.

関東松/1、:干守筏;場長聖子;支湯 a 業務ijë;~:g (1969) から j約九主主徹溺i丘くの機!ヤ"-;';減メ立された。



');，j)l_] 卜しりう (花、 JJI'; 5P7 

1 りちら、らべると川;む〈ツ〉主ふ l とお、 1 分裂 I こ '~f うの f:l2 "3)1と|川之J そ

しに一 ωzーには， ![;i分の成れぞ l'村jと!日制れている f 山 J%6)8) (Fig わうこれら (3 '~1 ) 

おれ ， j~ごーみの影叫I でめるら， ，し、ぐ仁乱ble 1) 

力ラマツル花粉ω こっし「ご社、λ(.) !こく 1J し< ，\'j ，レフてし、る J カラマツヲシベリアカァマ

吋予 ヨ ~CJ 、 I そ 7] ラマツ令 L occidcn!alis t L 、亡毛"、j 利 I!t!心へよ介

の;会 i.f.! で'lI!j j 介、 11 ヲ J とは γ:りち(する、ニ L がたj ':")可 l 亡し、ミ (EKllERG ， E似h.SS()~ ;.::nd 

1. 968ij 1 , E1UrRG 乳nd トCJUK3S0N ， 1967,j), SAXTON. 192910" OWg.,'s and MOLC C\し 19'1 19' ，

1966';;)" L laricimノ エ ゴ〆ノぐノJ ラマツ -~-とし、う!分ノ l二も fらとシヵミ.1.:， 2; 1 えれら

(l , E川町 1，; et '-ノf酬(l 9G8)'jI i こよるに二， d凬fu;';e diploi と n日〆ごはィ広とし丈ちしにろうといっ〈カラ γ ツ{ゴ，

i式出向トでは，抗 ni:.) 事今 ;1' (1966)") ふると大糸ヤ泌"~，すとl カ去、 Elum:c et al. (1968)[>1 :立予 スウェ戸

F ンこ!ふ後メミ O)'1i<LIソこと -[1, ')、また， Tkのうちにノ了\I!分災 7{{手，とる助会ノあ

(' }_.う
γ 、内守 、 も髭糸川以 1")f. CD ス子 ジろ[なることそ U! らかにしごいるく λr 仔の制然した郎、のつ

i 何iHれどは~ {i必ノd引はすべ亡 jij 1111守的トてしておりー !日野j j_~よ 'iWL! とみらる，次の人三件iで

するこし、う羽衣;立ら ;1 しなかぺ f: し

の fil]::;ピにあ l，: v') 亡終始;えなお')えられ手 f丸 )[1 、ま 1")1 にふ(J し三ん りか

』 ι ♂ピ;か旬、

:にぬ村正l::L 11与 (.J")!誌 jiド沖-F1f.1M LLYì; 土、初れ心札どれ 1馴氏にじ，J反していた 7ごし、た絞 J、

療とワ j)!'J ぬ;三 ;ζ っし、てや どかずか吉弘)yyi主なノl 、iりなを J 三 1こ。心

からお、_-"，L~f<)'."!
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12) 柳/fJ(拘j犬:カラマツの :'EtF分{乙 Ji;ij と fd;誌の Ef 凶について~ :1七惚ιlL{O)休本 /TH" 3, 7，ぺ 4， (1960) 

13) 横山敏字。金二Fお y); • 1戸線 21 古J • rLJ(l!;f 忍・浅川没彦:カラマツの叉粉J創出と交粉[回数， ;H;試 IJf
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Plate I 

回絞 ~H 現
Expl晶nation of plafes 

A，子鱗!とかこまれた雌イUf の縦断 túí の ψiiグ)-0 {:主主主 (b) が形成主れており， その ri iJ ivènu l)))ι-i''r[j ~こ未

分化の組織 f駁鱗のjぷ2iじがある。

1964ノ'F9 !j 4Uγ110

A part of t110 10ηgitudinal s2ction of a ovulate strobì1u日 bud. Bractl� (b) have 1:>0巴 11 forrned 

and a undifferentiated humpl�e structure ， α111cd ovul�erous sca .l e, isτecognìzecl 絜 t11巴

ax.il of tho 1:>ract , SepL 4, 1964, x 110. 

B , A の一部分を jl1:大して示した。正tのう{号制 !j包はまだ判別できない。

196M手 9 ),l 4 I� X 390 , 

Enl丘rged v冾w of tbo axial part of the braet shown i日 A. 1'ho mcgm;pot'e 11訂正h巴 r cell is 

no1: recognized, X 390. 

C. ii並:{[:，'¥3: 0コ縦断 rú\ 0 H1のう Gj:羽目的がやû;J山ミれはじめてまちなく， H:1LJUJ ';と入ったばかりの 11ケ JO] であ

る。 13 ; f支店持。

196，j 年10凡 25!ヨ X71.

Longitudinal <�ctiou of 乱。百 ulatc stro b� u 日 bud， which has just b己en rested soon 品fter th日

!l1.(波乱日por日 mothor cell clifferenti訂以1， b; brιct Oct. 25, 1961, X 71. 

Plate 2 

;\，泡鱗([けの f同ü似1) の )1~(:i5 にある ，HJ鱗の JU!ふのなか!こ日トのうほ注目隠 (m) か認められる r

196Mfl0J] 25 H X560 ‘ 

Tho m也gasporc mother celi (m) has b己en d凬ferentiated in the humpl勛e structureωthe 

axil of the br乱ct (b) , Oct, 25 , 1964, X 560, 

B. 雌イ l~: 3:1同の縦断 lii のが部分、J 妊のう +0 制約 (m) の!立 U0>をつγ90 b : :f!ミ鱗。

1965&j'. 3 JJ 18 :< 220 
A part ()f the long�udinal s巴ction of a oVllhte sirobilllS bud show�g the positlo!l of th巴

111日gaspore !l1olhcr cell (111) ‘ h : bmct March 18 , 1965 , x 220 

C. B の ~f'Í\j 分の拡大ç íH のう Pt羽目的は lifj 、うであるが~\~\:2%(分裂は日IJ始していない。

1965年 3 j] 18U Xl , 090. 
Enlargecl view of the megaspore Jllothor c巳II "hown in 1丸 bdore me�sis bogins, X 1, 090 

Pl品te :.1 

A. 減数分~~-~njJY:おのー与;，い li!jJOJ (})胞のうI!JG1U任!υ Iこ iむくみりれる。

1965年 4 月 26U X910. 

1'110 megaspore mother coll at the oarly prophs、se st.agc of m.e ,íosÍs" _l¥1eﾌosls f:tarts just 

before flowerîng , Apr匀 26、 1965， X 910, 

B. !ク~:t次分裂(j'íL~)j (大糸 !tfj)

196MI三 4 )J 15 CI X 1, 100. 
Th巴 111cga，spor色 nlother coll at the pachyten巴 n且g巳 of meícsís, A_pril 15, 1964‘ Xl 事 100 ，

C. 減数分裂がj月(後糸J\i])

1965;[', 5 jJ 11 I1 X 1, 080 , 

Tho 111e区asporo mothヒr cel1 at the diplot巴ne stage of me.iosÍs, May 11, 1965島 Xl ， OßO，

D ，波紋分裂前期(複Jfz刻の後期)
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1964 午 4 ノij1 2 X1 , 100, 
Thむ I円cgaspo:re H10 t:hεγcell nt lho late d厓lotcne 51:乱気配 0:1' rn ピios:is.

Apri1 12, 1ヲルL /1 ， 100。

Iふlate 4 

29 

A ，品、i以けたのジ 1 )}烈 '11! t! J" r1n tt: 1irYfJのこ /':1 三 r子くみられ斗。核分泌は:q:n，側に_..L 1.-でみ
~、骨旬

bワノコ (11 

196414 121� x9品。

'fhe megaspore moth巳r ce.11 <1t tlw mlうtaphase of I:he I'1rsl cl�b�.on of me�s﨎. 'fhü; 丸ta只c

occurs rnost. frequently during t110 m�dle o� flow巴ring T児τiod ， 1.he fa vouτabk time oJ 

pollination 、 ApriJ 12, J 9G1. 980. 

B. とSI 分裂のが1 リラ成さオこ 2 つの !if!. 科r:iJ;れ rJ: rl/rJrjO) 批Hflìl仰が小おし

19(W!: 11 )j 12 日 /1 ， 10().

iミcsuìts of 瀅rst me�tic divì円ion of the megaspore Hlother cel1、'1、'vVO dallghter じc!l s have 

been fornwd , 1.11e micropyJιr d~]u ぷ htcr cell is smalJcr t11an t11と othe r.

Apr� 12, 19611. X 1, 10仏

C. 主主 J立ラト Iとよ♂てノI~ii記の3:ム[O)}，的 j三ハ 1ち〈のた九 保札'Hili!l犯がり;ll う?壬2 巧

:3 ωノヤづくら;1 1 士、)，I!'iT (ハまオ) ;，)心i) ~~~m ，fJ{~!，が、土呼:ごう íヒルはじめとし、る c

19G4.i ド 4)]1211 4:50. 

'fhree haploid megas]Jore;] form円.1 in an axial 1:OW. The micropylar daughtcJ' cell of the 

f�st divis卲n docs lJot divkk, 80 that thcゴe npp桜l.rS a row oE 1:111:('e cells, I,vhich has been 

obse工 vcd morc fr円.j uently th日n a te1 r乱d. Spongy tiS8UC日 arc n'cO<JT1l 7P札

i¥priJ 12, 1964. メ 460.

D , ptl<i}J二 c ヲらおしてれ、のうと L どし))均五慌をもっ伝子 fぺ;n ぶ l!ii てし、ないので (d) にノ、
f'7 

L〆，_い

196ぶ [è 4 12 X450 , 

すなtrac1. Thc functﾏomll 1訪日gaspnrc L:.; cl 正白ar1v sc'cn in t1吋 C s;xtlcn foUow匤g D, vvhi.ch 1s 

shown in d , Apri1 12 , .1円札:L 人 440

Platc 5 

i¥. rm! ~Jll J91i.:おりあ江{け tの縦断((x! (I) ぺ1日L 任{燐(わ)，鱗 (08) ， ( i ), t;bL:、(口)， }<IIf'!F 
(íj(、のう〉のとえ云:す。 λ も)が行、 stîgmatic fJap \ど !CM紋 (p) がf;j;守している

1世G4!!: t1 n 12 I1 X 140, 

A. part 0.[ long�udillal scctﾌou of ovulaic strobil.us in the l1liddle of fl()wering period showing 

the rel 呂Lì ve 出iz色日nd posi tion of ÌJl 乱じt (b) , ovul�erous m:a]c (口s) ， i口 tegnment (i), nucelll1s 

(n) , and rnc忠司自pores， A j)ollen grail1 (ひ) attach忠告 to thc ~;ti定 III札 LÍl' f1 ap, 品fter po11in乱tJ on.

Ap了H 12. 1骨54. 140, 

f日ì. Aの i苛I店存イ必拡iι、/ベ Lし、;~/て/イ、しプたこ tり) it子l

(.' {Ui (/) 2 'W:j ;，土やがて7 、、 j 弓

1964/~-ド 4 Ji 1:2!]し 110.

Enlargcd vi.evv ()f m巳gasporcs 百how日 ín C. The c11司i乱1日1 rn山初日j)Oτ日 is functil河川 1 and 

grov.，iln丸 whi.l e the olh日r t¥VO dcgι.'nerat日‘〉く.1 ， 140.

Plate 6 

/¥.. iHW:iぷ i0j!)) 出ir~-1E のが:ti:lV[fííl/)♂分 l 、 白鯖 (b )} 祁 (0'") , 十1 、ノヤノ]~--;-.瓜1内イ子じ Uの)!，先ιル，\:)目fげf山!~カが~ (いじて考

てし、る c

1964/ド "1 20 ヘ 55噌

A p乱rt of: long.�tudinal sections ()f oV L1 !ate 日trobílus il1 Jatc p巴riod of flow巴ring showinぷ

て 11e relilt咩e dze and position of thc ovulc and the centra1. dcveloping J日m乱!e gamαtophyte. 

Th日日tigmatîc flap h 正\s coJlapsα1 and thc mouLh ()f mi仁rOjJyk c)osccL 
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April 20, 1世64 ， x55. 

B. A の7窓口心の m; ，j}を拡大して示した。肢のうカ{)(きくなりはじめ，伐分史右'bj; 主?でいるの T土 n

部引とある第 I 分室ト(J)ÞI~ 締Jln が1;Ií II 介裂を i ï はわずに人しつ"つあろっ

1964イf 4 )j 20 日 X270.

Enlarg臼c1 可 iew of the c1cveloping fernalc ganつ日tophyte dlOwn in A. at early frιe nuclear 

stage. The micナopylar c1aughter cell of thc first divisioTl of mciosis h乱sb日巴れ degeneratîng

1νithcmt se仁ond divﾏllion. X2�. 

The Tim.e of Meiosis of Meg品自porc Mothcl' Cd! in L的ゴx lepiolepis 

(Sm設. et ZUCC.) GOlWON 

Toshitak辻 yOROY i\J~V，.(l) 

Sun1ηläry 

Thc purpose of this papcr is to investJgate the time of meiosis of meg出porc m.oth巴r cells 

(embryo sac mother cells) .1n Larix 1ゆtolepis. Ovulate strobili werc col1cctcd in 1964 and 1965 

from a 駘eed orchard at 1,000111 E、levatiol' on tfw slope of fvlt. A，3am，~， Naga�. Ovulat巴 sl.robíli

wer巴 fixed in FAA and emb巴ddcd il1 p旦t旦ffin. Th己ir longitlldﾜ1al sect卲ns wcrεcut in �;eries 

O口 a rot呂ry microtome at 12八ノ15 {L thickn仁明品nd st乱i日ed wJth safranln"first grecn comb�ation. 

Mcgaspore n10ther cells werc nccognized early in 0仁 tober. Growth of megaspore mother 

cells wa呂町sum巴d the following spríng, and mejosis started shortly before thεovu1at己 strobiJus

bud bursting. lVIetaphase 1 and tetrad wefe observ巴d in the middJe of flower匤g period, vdwu 
the ovulate strob�� sく.，em to be a t th巴 mostτcce.ptive st.age. A_s aτ記sult of m針。tíc divァision

of a megaspore mother ce11, th.r巴() or four haplo冝 rneぉaspores \iver巴 fon口氏1 in an ax�l row; 

most frequently the n凡ic1'opylar daught配τcell 0:[ the fi rst c1ivisio日正Iid no1: di vide, 80 1:h 乱t th日re

appε日T巴c] a row of thr伐è cells. T'h巴 func t:i 011品 1 rr}egaspor~~; bf~gan to d巴velop in the Iate perioc] 

()f f10w記ring， T11e pericd of meiosis 1註sted f rom lat巴恥'larch to 1a1:e l¥prH for 1964 allc1 from 

early April to mid.May fo1' 1965, Megaspores .wer巳 form巴d during mid-April to Jatc April for 

19G4 and during Iate April to rnicl引乱y for 1965 泊

HASHIZUME and IMAf (1966) r日poτt 日d: “日 rchesporial ceUs in the nucdIus repe乱ted the cell 

clivh3ﾌon a1: f10wering time, and 111 th日 1a1:e p己rioc] of flowerIng th日v seeUl巴d to cleveloD into 

embryo s乱c mother c巴lls." However, the results ()f thιauthor's invε日tigatìon ar巴 not � agre巴町

lllellt with their descript卲n. From the facts obs巴rvεd， th記 conclUSÌOll scems inevit乱hle thatグ

t11e megaspoτe ll1ot11er cel1 (elnbryo sa仁 mothE、r cd1) io directly “ pickcd out" from an und禛ｭ

ferentiated nucdlus in alltu nJ'.l, bu レ llot derived frorn a rヒcognizablL' arch巴sporìum， and that 

in the lat(; period ()f f]owering th巴 functﾍonal megaspore is 日 1 1a rging and vacuolating 札口d the 

fr日e nuc1 e乱 r div﨎�n of fcmale gametopyte has just startむd.

Received ]anuary 21 , 1973 
(1) Fotest Silvicalture D�﨎ion 
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